
2019年 4月 4日  
会員各位  

日本医学哲学・倫理学会  
会長 浅見昇吾 

  
 

第 38回大会 個人研究発表およびワークショップ企画の募集について 
  
謹啓 	 会員各位におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。   
さて、第 38回日本医学哲学・倫理学会大会（大会長：池辺寧）は、「哲学と医学の対話」 
を大会テーマに、奈良県立医科大学において、2019 年 11 月 9 日（土）〜10 日（日）の	 	 	 	
両日にわたって開催されます。  
つきましては、当大会において研究発表、またはワークショップ企画をご希望の方は、	

5月 31日 24時までにご応募ください。締切厳守でお願いします。 
応募に際しては、下記要領により必要事項を E-mail にて大会事務局にご送付願います。 
なお、 
・応募者は応募締切時点で 2019年度までの会費を完納していなければなりません。  
・共同発表者は会員または準会員でなければなりません。 
・ワークショップの司会は会員とし、演者は会員が半数以上です。  
・個人研究発表もしくは共同発表での筆頭発表はどちらか１回に限られます。  
・共同発表は、筆頭発表も含め 3つまでとします。 
・ワークショップの司会は発表とみなします。 

 
発表の採否は本学会理事会において決定します。発表に際して、共同発表者、ワーク	 	

ショップの司会者および会員の演者が会費未納の場合には、未納分の会費納入が必要に	

なりますのでご承知おきください。なお、発表申込後に、メールにより申込受理のお知ら

せをします。申込後１週間経っても受理の連絡がない場合は、大会事務局までお問い合わ

せください。 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
謹白  

記 
 

１． 個人研究発表の場合（報告 20分、質疑応答 10分）   
A4（上 35mm下 30mm左 30mm右 30mmの余白、10.5ポイント、40字×36行、原則
としてMS明朝体）の１行目（副題は２行目）に演題名（中央揃え）、次の行に氏名（所属）
（右揃え）、次の行から要旨（800字以内）、要旨の末尾に要望演題のテーマ番号を（	  ）
内に明記。  



【要望演題のテーマ】  
①	医学哲学		②	医学哲学・医療倫理教育		③	臨床倫理		④	死生学		⑤	ケアと哲学・	

倫理学		⑥	周産期医療		⑦	生殖補助医療		⑧	終末期医療	 ⑨	移植・再生医療		 	 	 	

⑩	脳神経倫理		⑪	遺伝子医療	 	⑫	エンハンスメント	 ⑬	ゲノム編集		⑭	地域医療	

⑮	医療と社会	 ⑯	その他の自由演題	

  
・発表は二重発表でないものに限ります。 
・倫理審査委員会の承認を得て実施した研究の発表の場合は要旨の末尾に、承認を受け

た倫理審査委員会の名称、承認番号を明記してください。 
・研究資金源等で利益相反がある場合には、応募時にその旨申告をお願いします。 

 
２．ワークショップ企画の場合（全体で 90分、そのうちフロアとの意見交換 30分以上） 

 A4（上 35mm下 30mm左 30mm右 30mmの余白、10.5ポイント、40字×40行、原則
としてMS明朝体）の１行目（副題は２行目）にテーマ（中央揃え）、次の行に責任者：氏
名（所属）（右揃え）、次の行に司会：氏名（所属）（右揃え）、次の行に演者：氏名（所属）

（2番目以降の演者については「演者」を省略し、改行して氏名（所属））、次の行から企画
内容を書いて、全体を 1頁にまとめる。  
  
３．応募される方へのお願い 

	 応募に際して、以下の点につきまして予めご了承ください。 

・発表日や時間帯について、原則として応募者の希望を受け付けることはできません。 

・予稿集の印刷にあたり、応募者による校正の機会はありません。 

 

４．送付先：大会事務局用メールアドレス   E-mail：38acjaperm@gmail.com 

 
 
上記アドレスに送信できない場合は、下記にお問い合わせください。  
    〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町 1番地 5	 稲盛記念会館内 

京都府立医科大学医学部人文社会科学教室	  瀬戸山研究室 
  第 38回日本医学哲学・倫理学会大会実行委員長 瀬戸山 晃一  

Tel：075-703-4931 （研究室直通） E-mail: setoyama@koto.kpu-m.ac.jp 
                                                                                   
以 上 


